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  世界的なパンデミックは日米の草の根の交流にも壊滅的な影響をもたらした。特に我が国の

水際措置を踏まえた、JETプログラムの参加者の出発延期や各種留学プログラムの延期・中止

が与えた教育面での影響は計り知れない。 

 本講演では、水際措置がもたらした様々な影響や日本語教育関係者との緊密な連携、水際措

置の緩和以降のアメリカにおける学生等の実態に言及しつつ、日米の学生交流の今後について

考察する。 

 また、日本の多くの学校の英語教育において重要な役割を果たしている JET プログラムにつ

いて、実務担当者の視点からアメリカにおける実情を紹介すると共に、JETプログラム参加者

を含む ALT に期待されることや、新学習指導要領における英語教育の展望について述べる。 
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著書：「チーム鹿児島！教育改革の挑戦」（悠

光堂）、「実践！新学習指導要領 基礎が分か

る外国語活動・外国語科の授業」（共著：東洋
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